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労働市場のトレンド
未来予測の羅針盤！

労働市場のトレンド
未来予測の羅針盤！

武藤泰明の
経営者目線で読む

の
な
の
だ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
緊
急
経
済
対
策
の
た

め
の
補
正
予
算
が
国
会
で
成
立
し
た
の
が
４
月
30

日
。
こ
の
補
正
予
算
の
中
に
一
律
給
付
が
含
ま
れ
て

い
る
。
申
請
書
類
に
不
備
が
あ
る
と
か
、
地
方
自
治

体
の
処
理
能
力
と
い
っ
た
問
題
が
あ
っ
た
の
で
、
給

付
の
タ
イ
ミ
ン
グ
は
人
に
よ
っ
て
変
わ
る
。
で
も
い

ち
は
や
く
申
請
し
て
５
月
に
給
付
さ
れ
た
人
が
部
分

的
に
せ
よ
い
る
は
ず
で
、
そ
の
結
果
が
こ
の
特
別
収

入
に
反
映
さ
れ
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

た
だ
、
こ
の
特
別
収
入
よ
り
注
目
し
て
お
き
た
い

の
は
、
勤
め
先
収
入
も
増
加
し
て
い
る
と
い
う
と
こ

ろ
で
あ
る
。
世
帯
主
は
０
・
９
％
、
配
偶
者
は
14
・

3
%
伸
び
て
い
る
。
実
額
で
は
合
計
１
万
３
０
０

０
円
近
い
額
の
収
入
増
に
な
っ
て
い
る
。
特
別
収
入

が
な
く
て
も
、
勤
労
者
世
帯
の
収
入
は
増
え
て
い
た

の
で
あ
る
。
こ
れ
は
き
っ
と
、
違
和
感
の
あ
る
デ
ー

タ
だ
と
思
わ
れ
る
が
、
お
そ
ら
く
、
と
い
う
よ
り
ま

ち
が
い
な
く
真
実
で
あ
る
。

消
費
急
減
の
理
由
は
収
入
減
少
で
は
な
い

消
費
急
減
の
理
由
は
収
入
減
少
で
は
な
い

２
０
２
０
年
の
５
月
と
は
ど
ん
な
月
だ
っ
た
の

か
。
振
り
返
っ
て
み
る
と
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

４
月
７
日　

�

東
京
、
埼
玉
、
千
葉
、
神
奈
川
、
大
阪
、

兵
庫
、
福
岡
に
緊
急
事
態
宣
言

　
　

16
日　

緊
急
事
態
宣
言
を
全
都
道
府
県
に
拡
大

５
月
14
日　

�

北
海
道
、
東
京
、
埼
玉
、
千
葉
、
神
奈

川
、
大
阪
、
兵
庫
、
京
都
を
除
く
39
県

の
宣
言
解
除

　
　

21
日　

大
阪
、
兵
庫
、
京
都
の
宣
言
解
除

　
　

25
日　

�

北
海
道
、
東
京
、
埼
玉
、
千
葉
、
神
奈

川
の
宣
言
解
除
（
全
都
道
府
県
解
除
）

武
藤
泰
明
の

武
藤
泰
明
の

経
営
者
目
線
で
読
む

経
営
者
目
線
で
読
む

一
律
10
万
円
は
必
要
だ
っ
た
か

第第6666回回

景
気
動
向

景
気
動
向

連載連載

景気動向

総
務
省
が
７
月
に
公
表
し
た
家
計
調
査
に
よ
れ

ば
、
５
月
の
消
費
支
出
（
２
人
以
上
の
世
帯
）
は
対

前
年
比
マ
イ
ナ
ス
16
・
２
％
で
あ
っ
た
。
経
済
分
析

を
仕
事
に
し
て
い
る
者
に
と
っ
て
、
消
費
は
あ
ま
り

変
動
し
な
い
と
い
う
の
が
常
識
か
つ
現
実
だ
っ
た
。

設
備
投
資
や
公
共
投
資
、
あ
る
い
は
輸
出
入
は
と
き

み
」、
そ
し
て
電
子
レ
ン
ジ
が
増
え
、
パ
ソ
コ
ン
と

ゲ
ー
ム
ソ
フ
ト
が
増
え
て
い
る
。
意
外
な
現
象
は
口

紅
の
マ
イ
ナ
ス
で
、
マ
ス
ク
を
す
れ
ば
見
え
な
い
。

な
る
ほ
ど
と
い
う
感
じ
だ
が
、
そ
う
い
っ
た
影
響
が

出
て
い
る
品
目
が
他
に
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。

こ
の
表
の
も
う
一
つ
の
注
目
点
は
寄
与
度
で
あ

る
。
た
と
え
ば
、
外
食
が
落
ち
込
ん
だ
こ
と
で
消
費

は
「
食
事
代
」
マ
イ
ナ
ス
２
・
３
％
、「
飲
酒
代
」

マ
イ
ナ
ス
０
・
４
％
、
合
計
で
２
・
7
%
引
き
下

げ
ら
れ
て
い
る
。
一
方
で
内
食
が
増
え
て
は
い
る
の

だ
が
、
外
食
の
落
ち
込
み
を
カ
バ
ー
す
る
ほ
ど
で
は

な
さ
そ
う
で
あ
る
。
ま
た
交
通
宿
泊
は
表
に
揚
げ
た

も
の
だ
け
で
２
・
８
％
の
マ
イ
ナ
ス
で
あ
る
。
全
体

と
し
て
、
消
費
を
大
き
く
引
き
下
げ
て
い
る
費
目
が

あ
る
一
方
で
、
引
き
上
げ
る
も
の
が
少
な
い
。
結
果

と
し
て
の
出
来
上
が
り
が
マ
イ
ナ
ス
16
・
２
％
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。
人
々
が
外
で
食
事
を
す
る
の
を
や

め
た
り
、
旅
行
や
移
動
を
控
え
る
だ
け
で
こ
ん
な
に

も
ダ
メ
ー
ジ
が
大
き
い
。
日
本
の
産
業
構
造
や
消
費

に
大
き
く
変
動
す
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
個
人
消
費

は
安
定
し
て
い
る
は
ず
だ
っ
た
の
だ
が
、
コ
ロ
ナ
で

状
況
が
変
わ
っ
て
し
ま
っ
た
。

こ
の
公
表
資
料
に
は
、
支
出
が
大
き
く
変
動
し
た

品
目
が
添
付
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
一
部
が
表
１
で
あ

る
。
左
か
ら
順
に
、
本
年
４
月
、
５
月
の
消
費
額
の

６
月
２
日　

�「
東
京
ア
ラ
ー
ト
」
発
動

簡
単
に
言
え
ば
、
感
染
拡
大
抑
止
に
向
け
て
、
国

を
あ
げ
て
戦
っ
て
い
た
の
が
５
月
前
半
で
、
月
末
に

か
け
て
そ
の
効
果
が
認
め
ら
れ
た
も
の
の
、
そ
の
後

再
拡
大
が
東
京
で
懸
念
さ
れ
る
状
況
に
な
り
現
在
に

至
っ
て
い
る
。
お
そ
ら
く
５
月
は
、
連
休
の
ス
テ
イ

ホ
ー
ム
を
含
め
、国
民
生
活
は
コ
ロ
ナ
対
応
の
「
新
・

常
態
」
に
な
っ
て
い
た
。
つ
ま
り
、
５
月
の
消
費
の

落
ち
込
み
は
、
収
入
が
減
っ
た
か
ら
で
は
な
く
、
行

動
が
変
わ
っ
た
結
果
な
の
で
あ
る
。
表
１
で
見
た
と

お
り
、
ス
テ
イ
ホ
ー
ム
型
の
消
費
は
伸
び
て
い
る
の

だ
が
、実
額
（
と
寄
与
度
）
で
い
う
と
小
さ
い
の
で
、

消
費
支
出
全
体
を
維
持
す
る
こ
と
は
で
き
て
い
な

い
。
換
言
す
れ
ば
、
給
付
金
が
な
く
て
も
、
家
計
は

黒
字
な
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
言
え
ば
、
消
費
支
出
が
仮
に
落
ち
込
ま
な

か
っ
た
場
合
、
表
２
に
あ
る
よ
う
に
、
消
費
支
出
は

５
１
５
２
３
円
多
く
な
っ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ

る
。
加
え
て
３
２
１
９
１
円
の
特
別
収
入
増
加
も
な

か
っ
た
場
合
を
考
え
る
と
、
家
計
収
支
は
こ
の
２
つ

の
合
計
で
８
３
７
１
４
円
下
振
れ
す
る
の
だ
が
、
そ

れ
で
も
勤
労
者
世
帯
は
黒
字
な
の
で
あ
る
。

一
律
一
律
1010
万
円
給
付
は
必
要
だ
っ
た
か

万
円
給
付
は
必
要
だ
っ
た
か

感
染
再
拡
大
を
抑
止
す
る
た
め
に
、
国
民
に
は
行

動
変
容
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
５
月
の
家
計
調
査
が

示
し
て
い
る
の
は
、
行
動
変
容
（
新
・
常
態
）
は
消

費
支
出
の
減
少
を
伴
う
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ

れ
を
よ
し
と
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
一
律
10
万
円
は
必

要
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
デ
ー
タ
は
み
ご
と
に
そ
の

こ
と
を
示
し
て
い
る
。

構
造
の
中
で
、
外
食
、
旅
行
、
移
動
の
位
置
づ
け
の

大
き
さ
を
あ
ら
た
め
て
認
識
さ
せ
ら
れ
る
よ
う
な
結

果
で
あ
る
。

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
収
入
は
減
っ
て
い
な
い

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
収
入
は
減
っ
て
い
な
い

さ
て
、
消
費
が
落
ち
込
め
ば
、
生
産
な
ど
の
供
給

も
停
滞
す
る
。
結
果
と
し
て
所
得
も
落
ち
込
む
と
考

え
る
こ
と
が
で
き
る
。
で
は
同
じ
家
計
調
査
で
、
収

入
と
支
出
の
関
係
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
を
見
た

も
の
が
表
２
で
あ
る
。
こ
の
表
で
は
、
２
人
以
上
の

世
帯
の
中
で
、
勤
労
者
世
帯
を
取
り
上
げ
て
み
た
。

つ
ま
り
、
商
店
な
ど
の
事
業
主
や
、
無
職
の
高
齢
者

世
帯
を
除
外
し
て
い
る
。
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
世
帯
の
収

支
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
勤
労
者
世
帯
の
５
月
の

消
費
支
出
の
落
ち
込
み
は
15
・
５
％
。
２
人
以
上
の

世
帯
で
は
前
述
の
よ
う
に
16
・
２
％
な
の
で
、
落
ち

込
み
は
同
程
度
だ
と
言
っ
て
よ
い
。

結
果
に
は
、
少
し
意
外
な
と
こ
ろ
が
あ
る
。
実
収

入
が
前
年
よ
り
９
・
８
％
も
増
加
し
て
い
る
の
で
あ

表 1　消費額の変動が大きい品目例� （％）

前年同月比 20 年 5 月の
増減への寄与度2020 年 4 月 2020 年 5 月

パスタ 70.5 38.8 0.0
生鮮肉 20.7 23.4 0.5
チューハイ・カクテル 42.1 52.6 0.1
食事代 ▲ 63.3 ▲ 55.3 ▲ 2.3
飲酒代 ▲ 90.3 ▲ 88.4 ▲ 0.4
電子レンジ 30.0 41.4 0.0
他の家事用消耗品その他

（ウェットティッシュ含む） 68.7 45.2 0.1

保健用消耗品
（マスク・ガーゼ含む） 123.9 179.5 0.4

鉄道運賃 ▲ 89.9 ▲ 86.0 ▲ 0.6
バス代 ▲ 71.5 ▲ 75.9 ▲ 0.1
タクシー代 ▲ 69.8 ▲ 68.7 ▲ 0.1
航空運賃 ▲ 94.5 ▲ 77.1 ▲ 0.2
有料道路料 ▲ 57.5 ▲ 74.1 ▲ 0.3
ガソリン ▲ 28.2 ▲ 30.9 ▲ 0.6
パソコン 72.3 68.3 0.1
ゲームソフト 102.8 108.6 0.0
宿泊料 ▲ 94.7 ▲ 97.6 ▲ 0.9
映画・演劇等入場料 ▲ 92.7 ▲ 96.7 ▲ 0.2
文化施設入場料 ▲ 95.6 ▲ 94.8 ▲ 0.1
遊園地入場・乗物代 ▲ 97.8 ▲ 96.2 ▲ 0.1
浴用・洗顔石けん 28.2 12.8 0.0
口紅 ▲ 41.1 ▲ 67.3 ▲ 0.0
資料：家計調査（2 人以上の世帯）

昨
年
同
月
比
と
、
５
月
の
増
減
が
消

費
全
体
に
ど
の
程
度
影
響
を
与
え
た

の
か
（
寄
与
度
）
を
示
し
て
い
る
。

マ
イ
ナ
ス
が
大
き
い
費
目
に
つ
い

て
は
一
般
的
に
思
わ
れ
て
い
る
こ
と

と
同
じ
結
果
で
あ
ろ
う
。す
な
わ
ち
、

外
食
（
表
で
は
食
事
代
、
飲
酒
代
）、

交
通
、
宿
泊
、
そ
し
て
遊
園
地
や
映

画
な
ど
の
「
集
客
型
産
業
」
が
大
き

く
落
ち
込
ん
で
い
る
。
一
方
、
増
加

に
つ
い
て
は
マ
ス
ク
、
ウ
ェ
ッ
ト
テ

ィ
シ
ュ
、
石
鹸
は
当
然
と
し
て
、
外

食
が
減
っ
た
ぶ
ん
、
内
食
と
「
家
飲

表２　2020 年５月の家計収支� （円）

金額
前年同月比

（％）
前年同月比
（実額）

実収入 502403 9.8 44841
勤め先収入（世帯主） 360166 0.9 3213
勤め先収入（配偶者） 77959 14.3 9753
特別収入 39905 417.3 32191
消費支出 280883 ▲ 15.5 ▲ 51523
黒字 102362
資料：家計調査（世帯人員２人以上の勤労者世帯）

る
。
そ
し
て
こ
の
理

由
の
一
つ
は
、「
特

別
収
入
」
が
３
万
９

９
０
５
円
、
前
年
の

５
倍
以
上
に
な
っ
て

い
る
こ
と
で
あ
る
。

金
額
で
言
う
と
３
万

円
以
上
増
え
て
い

る
。お

そ
ら
く
こ
れ

は
、
一
律
一
人
10
万

円
の
給
付
に
よ
る
も
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